
　新入生の皆さん、北

海道大学医学部への入

学、おめでとう。教職

員一同を代表してお祝

いを申し上げるととも

に、皆さんを心から歓

迎します。医学にはい

ろいろな領域がありま

すが、あらゆる医学の

最終目標は、直接また

は間接に病める人を救

うこと、あるいは健康という人間の基本的人権を守るこ

とにあります。皆さんはその最終目標に向かって、本日

から医学の道を歩み始めます。医学の道は、一生にわたっ

て勉学を続けなければならない厳しい道です。しかし、

その傍らにはいつも大きな喜びがあり、大変遣り甲斐の

ある道です。迷わずにこの道を進んでください。

　医学の道を歩む者は、その一生をかけて2つの資質を

育まねばなりません。その第一は「心」です。医師は病

める人の心の痛みを理解し包容できる大きな心、そして

どのような状況にも動じない静かな心を持たねばなりま

せん。皆さんはこの6年間に、多くの書を読み、友や先

輩と語り、そして自分の人生を真剣に考えることによっ

て、人としての大きな器を陶冶してください。今後、1

年半にわたって皆さんが受ける全学教育も、この見地か

ら行なわれます。この時期は人文・社会科学にも目を向

け、人生を学んでください。育むべき資質の第二は、常
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  新入生の皆さんへ

� �安　田　和　則　北海道大学大学院医学研究科長・医学部長

1 研究科長より
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識的思考を疑うことのできる批判力と、正解がない問題

に対して解答を与えることができる応用力です。昨今、

報道される誤診や治療過誤の多くは、これらの欠如に起

因します。批判力と応用力を身に付けるためには、まず

基礎医学に関する正確な知識を修得し、その上で、それ

に裏打ちされた臨床医学的知識を学ぶことが必要です。

医学部の専門教育はこの順序で構成されています。最近、

臨床にすぐ役に立つ実用的知識のみを学びたいと希望

し、基礎医学を軽視する学生がいます。しかしその程度

のマニュアル的知識で人を治せるものではありません。

すぐに誤診や治療過誤を起こしてしまうでしょう。一見、

臨床からは遠いと感じられる基礎医学を勉強するのは、

それが臨床医学の正しい理解に必須であるからであり、

さらに最終的に、医学の道を歩む者にとって必須の批判

力と応用力を身に付けるためなのです。最近、医師国家

試験の問題が改良され、この批判力と応用力を問う良問

が多くなってきました。基礎医学をしっかり学び、それ

に基づいて病態の本質を考えるような臨床実習を行わな

ければ合格できないという方向へ、医師国家試験が進歩

しているのは至極当然のことです。医学部6年間で学べ

る知識は、最終的に医師として必要な知識に比べれば、

ほんの一部です。しかし何もあせる必要はありません。

医学部で講義される科目を、一つ一つ確実に、そしてで

きるだけ深く学んでいけば良いのです。皆さんは、マニュ

アルに頼って、唯一つの正解を探すというような勉強の

仕方ではなく、自ら調べた広範な情報の中から複数の正

解候補を探し、その中で最善を決定するという考え方を

早く身に付け、学生のうちから批判力や応用力を養って

ください。

　大学と高校との勉強の仕方の違いについて、もう一言、

述べたいと思います。高校では全員が同じ範囲を勉強し、

勉強方法についても指導を受け、しかも問題には必ず正

解がありました。大学における勉強の範囲は人によって

不定かつ無限であり、正解もしばしば存在しません。し

たがって大学では、自分で能動的に勉強する必要があり、

学びの到達レベルも人によって異なります。医学部のカ

リキュラムで教えるものは、医学生としての基本的知識

です。余力のある皆さんは、高校生の時のように「教室

で講義を受けてさえおれば、すべての知識は受動的に与

えられる」と考えるのではなく、教室を出て自ら能動的

にさらに深く勉強してください。何も難しいことではあ

りません。具体的には、その講義や実習をしてくれた先

生の部屋を、昼休みや放課後にでも訪問してみてくださ

い。遊びに行くといった感覚で結構です。質問をしたり、

参考書を紹介してもらったりしてください。慣れたらそ

の先生の分野の勉強会に参加したり、実験を手伝ったり

できるかもしれません。医学部には49の分野があります

が、どの分野の先生も皆さんを歓迎するでしょう。何に

でも興味を持ち、それを深めようとすることは、大学生

として大変重要なことです。そのようなカリキュラムに

はない勉強や経験が、皆さんの医学生時代をより充実さ

せ、あるいはその後の人生に大きな影響を与えるでしょ

う。

　皆さんが持つべき将来の目標に関して、一言申し上げ

ます。6年後に皆さんを待ち受ける卒業試験や医師国家

試験は、本日の入学式がそうであるように、皆さんの人

生の一通過点であって、ゴールではありません。それら

は易しいものではありませんが、皆さんが普通に勉強し

さえすれば乗り越えられないはずがありません。北海道

大学医学部に入学した皆さんには、国民から負託された

もっと大きな使命があることを忘れないでください。そ

れは皆さんが日本の医学・医療の様々な領域で、研究医

あるいは専門医として次の時代を担い、その次の世代を

指導することです。現在、世界最高レベルにある日本の

医療は、時代を超えて粛々とこの使命を果たしてきた多

くの先輩によって、営々と築かれてきたものです。皆さ

んはこれから、この使命を果たしている多くの先輩に出

会い、指導を受け、そして立派な医師に育っていくで

しょう。その次は皆さんの番です。将来、皆さんがこの

使命を果たしてください。医学が高度に複雑化した現在、

医学教育の最終教育課程は学士課程ではなく、大学院博

士課程です。北大医学部卒業生の多くは、卒業後の研修

の一時期において大学院博士課程に進み、「研究」とい

う批判と論理の世界を経験して批判力と応用力を身に付

け、先程述べた使命を果たす実力を養っています。北大

医学部では全国に先駆けて、学部と大学院をつなぐＭＤ

－ＰｈＤコースを設けていますので、興味のある人は近

い将来に我々に聞いてほしいと思います。皆さんには大

きな無限の将来があります。視野を広げ、将来に対する

大きな夢を持ってください。将来にその夢を実現するた

めに、今何が必要かを考え、それを学生時代に身に付け

るべきです。私が学生に贈り続けている、20世紀初頭の

思想家ジェームズ・アレンの言葉を皆さんにも贈りたい

と思います。「気高い夢を見なさい。あなたは、あなた

が夢見た者になるだろう。あなたの夢は、やがてあなた

が何になるかの予言である。」

　最後に、私は皆さんの全員が、病に苦しむ人を救うた

め、例えそれがどんなに大変な道であっても乗り越える

覚悟を持ってこの医学の道を志したと信じます。皆さん

は自分が卒業するために医学を勉強するのではありませ

ん。将来、皆さんの治療を受ける病める人々のために勉

強するのです。それには、「進級さえできればよい。卒

業さえできればよい。」というような勉強の仕方で良い

はずがありません。将来に皆さんの治療を受ける人、そ

れは皆さんの両親や子供であるかも知れません。皆さん
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　世界トップ１％高被引用論文分野別一覧

　安　田　和　則　北海道大学医学部長

が今、決意しているその初心を忘れることなく、この自

然豊かな北大のキャンパスで思う存分勉学に励んでいた

だき、健康には充分に留意して心身を鍛え、6年後にこ

こにいる全員がそろって医学部を卒業して医師となるこ

とを心から祈念します。

 （平成22年度北海道大学医学部入学式告辞より）
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2 学内行事

　輝かしい歴史と伝統を

持つ北海道大学神経外科

の第4代目の教授の任を

拝命いたしました。9年

の期間を置いて、再び、

母校で働かせていただく

機会に恵まれたことに、

改めて、感謝申しあげま

す。当教室は、診療開始

から50年余りを経過し、

講座開設から数えても、もう間もなく半世紀を迎えよう

としております。これまでに、多くの脳外科医を輩出し、

北海道は言うまでもなく、国内、国外で活躍されておら

れます。

　こうしたこれまでの業績、社会貢献は、この教室を現

に支えるものにとっては、大きな誇りであります。しか

し、また、教室の「今」を担う者にとっては、非常に重

いものでもあります。

　私は、札幌医科大学脳神経外科という国内で最も伝統

のある教室の主任教授の公職を8年4ヶ月拝命いたしまし

た。従って、主任教授を二回経験することになりました。

これは、いろいろなめぐり合わせの結果ではありますが、

私自身は、私に与えられた大きな試練であると認識して

おります。

　私は、2本目のスタートラインに立っている短距離の

スピードスケートの選手、あるいは、二本目のスタート

に立ったジャンパーに自分を重ねております。ご存知の

ように、500メートルのスピードスケートでは、インサ

イドスタートとアウトサイドスタートがあり、これを平

均化するために、一本目と二本目の2回の競技が行われ

ます。スキーのジャンプも同様に自然条件の影響を最小

限にするために、2本の合計で競技されます。そして、

一本目の成績が上位であるにも関わらず二本目で失敗す

るアスリートは少なくありません。

　9年間、札幌医科大学脳神経外科で、全力疾走して参

りました。臨床研修制度の導入に期を一にしており、こ

の約9年間は、大きな逆風の中を必死にもがいてきたよ

うに思います。周りからはそのようには評価していただ

けないかもしれませんが、自分としては、力いっぱいの

一本目を滑り終えた感があります。力をセーブすること

なく、毎日を全力で過ごして参りました。力足りず、十

分な実績を残すことは叶いませんでしたし、本来の任期

半ばにして、移動となったことには、複雑な思いがあり

ます。

　私は、2本目のスタートに立っております。一本目は、

逆風の中ではありましたが、良き環境、仲間に恵まれ、

目標のいくつかは達成することができました。二本目は、

一本目での教訓や成功体験が十分に生かされるべきだと

思います。とは言え、この話をスポーツ競技に例えたの

は、二本目が一本目よりよいタイムや飛距離となる保障

は全くないということです。それどころか、年齢を重ね

てきた、あるいは経験を重ねてきたことによる、ある種

の怠惰と先が見えてしまうことにより、二本目の成績が

一本目を大きく下回る可能性はないとは言えません。

　しかし、この職責をいただいた以上、一本目と同じよ

うに精一杯の力を発揮することは私に課せられた責務で

あると強く自覚しております。また、総合成績で評価さ

れると考えており、北海道大学神経外科のためだけとい

う狭い価値観ではなく、少しでも高い見地から後世評価

されるような仕事を目標にしております。

　10年弱の期間は、私にはちょうど良い長さと思ってお

ります。多少、単独暴走する傾向がありますので、緩急

をつけて、皆さんが納得していただけるようなスピード

で二本目に挑みたいと思っております。スピードスケー

トやジャンプとの決定的な違いは、共に進む仲間や先輩

諸氏、そして、後につながる後輩がいるということです。

皆様のご協力とご指導、ご支援なしには、期間の長短、

一本目、二本目の如何に関わらず、目標実現は不可能で

あることは、間違いありません。どうか、大学関係者、

医学部諸兄の皆様の暖かいご支援をよろしくお願いいた

します。

■教授就任挨拶

　就任のご挨拶
　宝　金　清　博　神経外科学分野　教授
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　私が大学院を修了して

医学部助手になったのが

1977年4月のことで、定

年退職まで33年間医学部

教員を務めました。私は

1965年に北大に入学し、

卒業後2年間北大病院精

神神経科で研修を受けて

いますので、それらの期

間を含めると45年間北大

キャンパスで過ごしたことになります。私が北大に入学

した頃は日本中が「岩戸景気」と東京オリンピックの準

備で湧きかえっていました。学生時代前半はクラブ活動

に熱中するなど比較的穏やかな日々でしたが、学部3年

（現在の5年生）になって大学闘争に曝され、人間として

の主体性を問われる日々でした。基礎医学に進んでから

は研究三昧に明け暮れ、医学部以外の研究者や外国研究

者との交流が新鮮でした。助教授になってからは、先任

の廣重力教授が教務主任や動物実験施設長、医学部長を

歴任するなど医学部の管理運営面で多忙となったことも

あって、大学院生の指導に多くの時間を割きました。

　北大医学部における大きな思い出の1つは北大学長選

挙で、当時医学部長であった廣重教授を学長にと医学

部の助教授、講師クラスの若手教官が結集し、選挙運動

を行いました。加藤紘之名誉教授（元病院長）、杉原平

樹名誉教授（元病院長）、福島菊郎名誉教授（生理学第

二講座）と私の4人が音頭を取り、それこそ研究も診療

も放り投げて運動に没頭しました。当時の教授会からは

跳ね上がりの連中と思われていたかもしれません。しか

しその甲斐があってか、それまでは何時も2位か3位だっ

た医学部出身の学長候補が50年ぶりに学長に当選しまし

た。

　私が教授になった1990年代初頭は、政策により国立大

学が大きく変わり始める時期でした。東大を除く全国の

大学もそうでしたが、北大でも教養部が廃止され、学部

一貫教育が導入されました。私は教養時代に医学以外の

学問に触れ、大いに触発された経験を持っていたので、

この改革には積極的にはなれませんでした。現在、少子

化が進み大学全入時代になって教養部の必要性が再び唱

えられています。この頃の思い出は、後に副学長になっ

た解剖学第一講座の井上芳郎教授とともに講座の垣根を

越えた医学部内研究交流組織「ニューロサイエンス談話

会」を立ち上げたことです。第1回の会合は医学部図書

館3階の特別会議室で行われましたが、珍しさもあって

か80名を超える聴衆が集まりました。談話会は現在も続

いており、今年中には100回を超えるものと思われます。

その後、この談話会のメンバーが核となって文部科学省

から大型予算を獲得し、北海道大学脳科学研究教育セン

ターを設立しました。初代のセンター長は井上芳郎先生

で、現在は私が引き継いでおります。

　21世紀に入る直前に医学部の大学院重点化がありまし

た。これは、教授会で某教授が「黒船が来た」と発言し

たほどの衝撃を与えるものでした。今考えると膨大なエ

ネルギーをかけた割には、教官の負担ばかりが増える改

革でしたが、医歯学総合研究棟の新設など、恩恵にも授

かりました。この頃、老朽化狭隘化した医学研究科・医

学部の再開発計が構想されました。私は、医学部再開発

検討専門委員会の委員長に任命され、新しい研究棟の建

設に向けて議論を開始しましたが、その直後に、国の予

算の関係で建物の新営は認められず、耐震改修の名目で

整備を行うことになりました。医学研究科耐震改修5カ

年計画を作成し、南研究棟から始め順次北に移る計画を

立てましたが、改修中も研究教育に支障がないよう時系

列を考慮した分野配置は細心の注意を払いました。教授

会が協力的だったせいか、お国変えにもそれほど異論は

出ませんでした。それまで東北棟の1階にあった生協食

堂や地下にあった学生サークル室の移転もこの委員会で

決められました。私が研究科長、医学部長になってから

も耐震改修は続きましたが、途中で概算要求が認められ

ず、年次進行の改修が中断するという事態が起きました。

そこで、医学研究科で眠っている委任経理金を用いて自

力で改修工事を進めることにしました。この時、北大当

局からも15%の間接経費上納分を5年間10%にまけても

らい、工事費の足しにしました。

　私が研究科長になる直前に「名義貸し問題」が発生

し、北大医学部はマスコミのバッシングに会って、意気

消沈していました。また、法人化された国立大学は従来

の護送船団型から独立独歩型への転換が求められていま

した。そこで、研究科長になってから、北大医学研究科・

医学部の基盤を固める目的で2つの事業を立ち上げまし

た。1つは、大型プロジェクト研究費の受け皿となる連

携研究センター・フラテの設置で、もう1つは医学部創

立90周年記念事業です。記念事業の目玉としては、学友

会館・フラテの建設を計画しました。連携研究センター

では、2006年から連続して大型研究プロジェクト「未来

創薬医療イノベーション拠点形成」、「オール北海道先進

医学医療拠点形成」、「先端光イメージング研究拠点プロ

グラム」が採択され、目論見は見事に当たりました。

■教授退職挨拶

　定年退職によせて－悔いの無い33年間
　本　間　研　一　時間生理学分野　教授
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　1997年の9月、今から

12年前に母校の出身教室

に戻り教授になりまし

た。振り返りますと、や

りがいはありましたが厳

しい日々でもありまし

た。詳しいことはフラテ

に書かせていただきまし

たが厳しかった理由は札

幌医大に比べると実に半

分の少ないスタッフで、学部教育・院生教育、さらには

身に余る社会的活動を引き受けざるをえなかったためで

す。やりがいがあったのは、もちろん教育です。教育は

学生さんと教員の双方向の関係ですのでいつももっと工

夫をと考えながらだったように思いだしています。

　私はハーバード大学公衆衛生大学院で専門の学位を得

ていますが、本学に戻った翌年すぐに「社会と健康」と

いう大学院共通講義のシリーズを開講しました。北大で

は未だ公衆衛生大学院は実現していませんが、現在は多

くの部局の先生がたの協力を得て、社会と健康（Ⅰから

Ⅴ）で、20科目、単位数も40単位近くになっています。

本学は総合大学ですので、公衆衛生大学院を作るニーズ

が高いのだと思います。既に京都大・九大・東大・大阪

大・筑波大ではMPHを出していますので、北大もぜひ、

遅くない時期に専門のdegreeを出すコースができるよう

に願っています。

　研究面では主として次の5つの分野の仕事をしてきま

した。

　①環境と子どもの健康に関する北海道スタデイでは、

環境化学物質に対して最も感受性の高い乳幼児期や

胎児期の曝露によってアレルギーや行動障害など近

年非常に増加している小児疾患が引き起こされるの

かどうか？普通の妊婦が曝露するレベルでの胎児期

からの曝露に焦点をあて、行ってきました。約2万

人の前向きコホートで、環境省が平成22年から開始

する「環境と子どもの健康（エコチル調査）」のモ

デルになった研究です。この仕事で日本医師会医学

賞を2009年にいただきました。

　②シックハウス症候群の実態と原因解明のための疫学

研究で、全国において、統一プロトコルを用いた前

向き研究を実施し、発症要因の解明ならびに対応方

策を提案するための研究を行いました。プラスチッ

ク可塑剤由来のフタル酸エステル類、難燃剤有機リ

ン化合物、微生物由来のMicrobial Volatile Organic 

Compoundsなどこれまでほとんど検討されてこな

かった室内汚染物質とシックハウス症状との関連を

明らかにして専門家向けマニュアルを出版できまし

た。

　③労働者のストレスと循環期疾患・メタボリック症候

群予防に関する研究は　予防介入が可能な危険因子

である喫煙、肥満、高血圧、耐糖能異常、低HDL 

血症、不眠、抑鬱などの要因に対して職場のストレ

スを含めた各危険因子がどのように循環期疾患やメ

タボリック症候群発症に関係しているかを自治体職

員10000人を対象に疫学的に明らかにしてきました。

　④社会的サポートネットワークと高齢者の健康に関

する研究で、高齢者をめぐる社会的サポートネット

　退職にあたって

　岸　　　玲　子　公衆衛生学分野　教授

　学友会館の建設は、緊急性が低いとの理由で後回しに

されていた図書館と管理棟の耐震改修工事も兼ねること

になり、医学部創立100周年に向けての助走路となるも

のでした。リーマンブラザーズ・ショックもあって、当

初目論んでいた10億円の寄付は途中で5億に減額しまし

たが、北大当局の支援もあって2010年の6月には竣工予

定です。それに先立ち、図書館と管理棟の改修工事は修

了しました。再開発検討専門委員会で基本計画が策定さ

れてからほぼ10年の歳月が経ち、残すは付属動物実験施

設のみとなりました。余談ですが、新しい管理棟の正面

デザインは私のアイディアで、古い医学部本部の正面玄

関をイメージしながら近代感を出しています。評判はそ

れほど悪くはないようです。

　先日、国立大学法人6年間の中期評価が発表されまし

た。北大は上から1／4位のところにあります。評価基準

がはっきりしないので何とも言えませんが、北大におけ

る医学研究科・医学部は、少なくとも研究においては、

発表論文数、論文引用数、競争的資金獲得などにおいて

断然トップを走っています。この勢いを今後も持続する

とともに、教育面においても他の追従を許さないような

成果を上げて頂きたいと思います。私の研究科長として

の最後の仕事になった教育助教制度が初期の目的を達成

することを期待しています。

　今後、私は寄付講座「時間医学講座」（医歯学総合研

究棟）の特任教授として、しばらく研究を続けることに

なりました。また、北大脳科学研究教育センターのセン

ター長を後1年努めさせて頂きます。今後ともよろしく

お願い致します。
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　仕事に区切りをつける

のはよいことである。13

年11か月。過ぎてしまえ

ば、脳裡をかすめる閃光

に過ぎない日々。

　いろいろな経験をさせ

てもらい、さまざまな

方々にお世話になった。

　平成8年3月の医学部教

授会で附属病院総合診療

部教授として選考していただいた。自分の人生にとって

は奇跡のようなものである。北大は旧帝大である。私は

旧六の出身である。しかも、8年間農村医療の現場にいた。

学生実習は東北大、筑波大、自治医大など受け入れてい

たものの、研究からは遠ざかっていた。無論、自治医大

地域医療学に在籍していたときも十分な研究はできてい

なかった。にもかかわらず選んでいただいたのは奇跡な

のである。教授にもいろいろなタイプがあるが、自分は

学者肌などではまったくなく、扇動家型か宣教師型かと

考えている。

　総合診療部は不幸な末路をたどったが、部の位置づけ

や役割にはジレンマが多かったことは事実である。自分

の心根には、今行われている医療に疑問点が多く、経営

重視のあり方とは相容れない思いが強い。しかし、何人

かの診断治療が困難な患者さんたちと出会い、心身の機

微の多くを彼らから学ぶことができた。

　総合診療部が廃部となった翌18年に北大教育学研究科

修士課程社会人特別枠にトライした。生涯教育計画学グ

ループに入れていただいた。授業がすべて夜間に行われ

たので単位が取得できた。木村純教授はゼミの題材をわ

ざわざ私のためにクライトンやショーンの著作としてく

ださった。睡眠障害と戦いながらの夜間学生生活であっ

たが、医師教育における役割モデルの問題を少し整理で

き、修士号をいただいた。

　研究はもちろん、教育面でのやり残しは多い。ファカ

ルティーデベロップメントには力を注いだが、テュート

リアル教育など具体の方法は伝授できたが実現には至っ

ていない。自分の熱意不足と自省している。

　大学では自分の大いなる限界を痛く知り、思いは次世

代の方々に引き継ぐしかない。彼らの活躍をそばで観た

いため、道内に残り、診療が主だが、教育の仕事も細々

続けて、大学を外からサポートしたいと願っている。深

謝。

　退職によせて

　前　沢　政　次　医療システム学分野　教授

ワークと種々の健康指標（日々の活動性、抑うつ、

早期死亡、要介護状態、医療費など）の関連につい

て前向き研究で検討し、最近は「認知機能低下」予

防に関する無作為化介入研究も行っています。

　⑤職場の潜在的な神経障害に関する疫学および実験研

究は、有機溶剤曝露労働者について神経行動テスト

バッテリーを用いて、低濃度曝露レベルでも潜在的

な障害を引き起こす可能性が高いことを見出し、日

本・アメリカなどの許容濃度を下げることができま

した。

　このような教育・研究を行いながら政府機関や地域で

公職（日本学術会議会員や、厚生労働省食品衛生審議会

会長など）をこなしてきました。振り返りますと、北海

道大学では実に多くの皆様のお世話になりました。改め

て心より感謝申し上げます。

　なお4月1日から北海道大学に環境健康科学研究教育セ

ンターができることになり、そのセンター長（特任教授）

で、まだしばらく北海道大学のために微力を傾けること

になりました。環境と健康は、21世紀の社会にとって重

要な課題ですので国民の関心も高い領域です。これまで

の経験を生かして努力してまいりますので、今後ともお

力添えをよろしくお願い致します。
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　小児外科講座ができま

したのは、1999年11月で

した。医学部が大学院重

点化で改組改変があった

ときにできた新しい分野

です。実際にどのような

経緯で出来たのか存じま

せんが、北海道大学医学

部、病院の中に小児外科

ができることは、それま

で小児外科診療、研究に携わっていた諸先輩の先生の切

なる願いでありました。その当時各大学医学部・病院に

小児外科講座・診療科ができていたにも関わらず、1990

年代の後半頃になっても講座（診療科）ができるという

ような具体的な話は全くありませんでしたので、私はそ

ろそろ就職先を見つけなければと思っていました。しか

し藤堂教授が第一外科教授として赴任して来られてか

ら、小児外科が出来るとの話が出て、長年の夢が実現し

ました。分野の開設にあたって藤堂教授がいろいろ御尽

力していただいたと思います。このことについては特に

感謝しております。

　北海道大学は旧七帝大中最後にできたわけです。その

ため教員の席は他大学に比し少なく、研究や海外での発

表はほとんど出来ない状況でした。また、分野ができた

時期が遅かったため他大学と最初から研究、診療面で差

をつけられており、なかなか差を縮めることができませ

んでした。もっと良い方法があったのかもしれませんが、

私に十分な能力と経験がなかったため上手に運営出来ま

せんでしたことを残念に思っています。

　小児外科は、小児外科疾患を直すことは当然ですが、

外来を診療を行っていると“指の形が変だ”、“頬に茶色

のしみがある”、“口の中の歯の下の方が白くなってい

る”、“寝小便が続いている”、などいろいろな訴えが処

理しなければなりません。コーディネータとしての仕事

も行ってきました。大部分は担当の科に紹介しました。

小児科、皮膚科、形成外科、整形外科、神経外科などほ

とんどすべての科にお世話になりあらためてお礼を申し

上げます。

　私は、北海道大学医学部の卒業前にどの科に行く全く

決めていませんでした。なんとなく医学部に入ったので、

どこの科へ行きたいとの積極的希望はありませんでした

が、先輩の勧めで第一外科に入ることとなりました。卒

後3年目に大学病棟勤務となり、その後ずっと小児外科

診療に携わってきました。入局前の日本の小児外科は欧

米より数十年遅れており、私が第一外科に入局した1970

年代は小児外科の飛躍の時代でした。小児外科セミナー

は大勢の若い医師が参加し、小児外科学会でも若い医師

であふれており、出席していると、新しい医学の領域に

　退職によせて

　佐々木　文　章　小児外科学分野　教授

　生理学第二講座の前任

教授の加藤正道先生の後

任とさせていただき、私

が、この教室を担当する

ことになったのは、1996

年（平成8年）の8月でし

た。それから14年。その

間、教室の名称も認知行

動学分野と代わり、1996

年にこの教室を引き継い

だときわずか9名の教室員が、今年度は、海外からの共

同研究者も含めて、全教室員数は、20名を超えています。

若い力と、私の区切りが来たことを実感しました。

　北海道大学医学部で、約30年間、3年目の学生さんに

対して生理学実習と神経生理学（生理学Ⅱ）の講義を担

当してきましたが、その経験から、学生さんの多くが非

常に優秀なことに、嬉しい驚きと将来の期待を持ってい

ました。すでに講義・実習の折りに述べ、医学部卒業生

へのメッセージとして、毎年、残してきたので、ここで

追加することはありません。単純ですが、医療と医学の

進歩のため、初心を忘れず、努力を継続して下さい。

　創設期の北大の、殻を破って外に向かおうとする気風

に憧れ、北海道大学（当時の医学進学課程）に私が入学

したのは、45年前の1965年でした。以来、退職を迎えた

今日まで、公私にわたり、医学部・大学院医学研究科の

皆様には、大変お世話になりました。特に、これまで、

好きな研究を継続できたのは、教員および事務の皆様、

特に、私が所属した生理学第二講座と認知行動学分野の

全教室員の皆様のおかげです。感謝しています。

　医学部および医学研究科の皆様のますますの発展を祈

念致します。有り難うございました。

　退職によせて

　福　島　菊　郎　認知行動学分野　教授
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　第4回医学研究科連携研究センターシンポジウムが去

る3月24日、医学部臨床大講堂において開催されました。

本連携研究センターは平成18年4月に生命科学研究にお

ける堅実な「知の探求」と飛躍的に未来を切りひらく大

胆な「知の創造」追求する組織体制としてスタートしま

した。これまで、各方面と連携して、広い領域の科学技

術の成果を医療や健康維持活動分野におけるイノベー

ションへ発展させる研究活動の取り組みを行っていま

す。今回は「学際的医学研究の拠点形成と知の追求」を

テーマに、各部門からの取り組みに関する最新の情報提

供がなされました。プログラムは以下の通りです。

1．分子・細胞イメージング部門

「発光およびラジオアイソトープ技術を駆使した分

子、細胞イメージング」

 （核医学分野／玉木長良）

「多光子励起顕微鏡による神経活動の可視化解析」

 （連携研究センター先端光イメージング研究拠点

 ／榎木亮介）

「MicroPETを用いた分子標的治療効果判定」

 （トレーサー情報分析学分野／趙　松吉）

2．再生医療・細胞工学部門

「高機能高分子ゲルを用いた軟骨自然再生誘導法の

開発と臨床応用へ向けた研究」

 （運動機能再建医学分野／北村信人）

3．脳科学部門

「成体期におけるシナプス回路の維持機構」

 （解剖発生学分野／渡辺雅彦）

4．人獣共通感染症診断・治療部門

「ハンタウイルス感染症流行ウイルス型の迅速鑑別

法について」

 （病原微生物学分野／有川二郎）

5．医学物理学部門

「高精度動体追跡放射線治療装置の開発」

 （医学物理工学分野／宮本直樹）

　本シンポジウムではまず、安田和則センター長（医学

研究科長）からセンター概要の説明があり、これまでの

取り組みについて説明がありました。ついで、「分子・

細胞イメージング部門」から、それぞれの部門における

最新情報が提供されました。参加者にとって、有意義な

情報が提供され、今後の取り組みに向けて新たな可能性

が示されたシンポジウムとなりました。本年9月1日に第

5回シンポジウムをイノベーション分子イメージング・

シンポジウムと同時開催する予定です。

　連携研究センターシンポジウムを開催して

　吉　岡　充　弘　副研究科長

3 学術・教育・一般

取り組もうとする熱気がひしひしと伝わってくる状態で

した。この状況の中で小児外科を選んだわけです。残念

ながら現在では、小児外科学会は成熟した分野となり、

今ではもうこのような雰囲気を感じることができませ

ん。

　当時は第一外科内の小児外科グループに属する医師は

多かったのでAPSA（アメリカ小児外科学会）やPAPA（汎

太平洋小児外科学会）などに出席したり演題を発表する

ことが出来たのは楽しい思い出です。小児外科グループ

は秦先生がフランスに留学したので、その後高橋弘昌、

浜田、大川先生がフランスへ留学しました。私だけアメ

リカのテキサス大学サンアントニオ校へ留学しました。

そこのZeltzer教授は脳腫瘍専門の小児科医で化学療法を

行っていました。脳腫瘍専門の小児科医がいること、小

児の化学療法は小児科医が行うことを知って驚き、その

後小児の悪性腫瘍の化学療法は小児科医が行うべきであ

ると思うようになりました。研究は髄芽腫の分化に関す

る研究で、幸いなことに英文論文を仕上げることができ

ました。

　私が第一外科に入局したのもたまたまであり、卒後3

年目から小児外科診療にかかわったのもたまたまでし

た。しかし、その中で尊敬できる先輩に指導を受けここ

まで来ることができました。小児外科医が見る疾患は、

鼠径ヘルニア、虫垂炎を除けば、1年間に数例見るかど

うかの希な疾患ばかりです。いろいろな疾患を診断治療

することは非常に面白い経験でした。今となってはこの

分野を選んで良かったな、と思っています。

　北大小児外科のますますの発展を祈念して筆をおきた

いと思います。

　長い間北大医学部、病院で働かせていただきありがと

うございました。
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　平成22年4月1日から新設されます寄附講座「眼循環代

謝学講座」についてご紹介申し上げます。

　眼循環代謝学講座では、眼底撮影や光干渉断層法など

の非侵襲的検査によって得られる眼底画像情報の解析手

法を研究し、生活習慣病に由来する眼疾患を対象とした

診断機器の新規開発を行ってまいります。また、その解

析法および診断機器を用いた「眼底画像情報の客観的評

価法」を確立し、眼所見による生活習慣病スクリーニン

グシステムの構築を目指します。そして、生活習慣病に

由来する眼疾患の病因、病態の解明を目的とした基礎的・

臨床的研究を行うことによって、教育研究の活発化を図

り、国内はもとより世界の視覚研究従事者、若手研究員、

大学院生などに視覚研究の手法、臨床試験の具体的な研

究指導を行い、人材養成に貢献することをその目的とし

ております。

　当該寄附講座の研究プロジェクトは、生活習慣病、特

に高血圧眼底の客観的評価法の確立ならびにその臨床応

用をその主眼におきます。これまで眼科領域においては、

高血圧性眼底変化の分類法としてScheie分類、あるいは

Keith-Wegener分類が使用されてきました。これらの高

血圧眼底の評価法が臨床にもたらしてきた有用性は計り

知れません。しかしながら、その一方でこれらの分類法

は検者が網膜血管を肉眼で直接観察する主観的評価法で

あることから、検者や測定する場所によって評価が変動

する可能性があります。そのため、高血圧眼底の所見は

生活習慣病によって生じる全身病態の予後予測因子やそ

の病態評価に有用なパラメータである可能性が高いにも

関わらず、現時点ではあまり有益な臨床情報として利用

されていない側面があります。また、他科医師がその眼

底所見から得られる情報を臨床上ほぼ利用できず、眼科

から他科へのフィードバックとして役立っていないとい

うのも現実であろうかと思われます。これらの問題点を

考慮するならば、高血圧性眼底に対する評価法は従来の

客観性に乏しいという問題点を克服する必要性に迫られ

ていると言えます。

　実際の研究手法としては、眼底画像解析装置を使用し

て客観的な高血圧眼底評価を目的とした診断手法を検討

します。すなわち、網膜細動脈硬化評価、高血圧性眼底

変化検出、動脈硬化性眼底変化及び乳頭データなどを眼

底画像から自動解析するアルゴリズムを開発し、その眼

底画像から得られた情報が従来の高血圧性眼底評価法と

比して有用であるか、また他科診療における有益な情報

となりうるかを検証します。客観的な手法による高血圧

眼底評価は、他科における診療に有益となる可能性が高

いと考えております。さらに、網膜血管の画像解析が生

活習慣病のスクリーニング手法として有用であることは

以前より知られており、眼底画像の自動解析装置による

CAD（Computer Aided Diagnosis）は生活習慣病の早期

発見に役立ち、生活習慣病スクリーニングシステムとし

て有用な情報を提供すると考えられます。また、本研究

プロジェクトによって開発される眼底診断機器は、高血

圧性眼底以外にも糖尿病網膜症や加齢黄斑変性の客観的

評価への応用も可能となると考えられ、その発展性が期

待できます。

　当該寄附講座は、石田晋教授（学内兼務）を中心として、

齋藤航特任講師、野田航介講師（学内兼務）により構成

されており、基礎的な実験研究、臨床への新たな応用研

究の一部を眼科学分野の関連講座となる当該寄附講座が

これまでの眼科学分野とお互いに機能分担して研究、教

育の充実・発展を目指し、研究面のみならず臨床面や教

育面にも大きく貢献してまいる所存でございますので、

今後とも寄附講座「眼循環代謝学講座」にご指導、ご鞭

撻の程何卒宜しく御願い申し上げます。

　寄附講座紹介「眼循環代謝学」

　教授　石　田　　　晋　

網膜動静脈交叉部

高血圧眼底

（Scheie分類H2S3, Keith-Wegener分類Ⅱa）

野田航介　講師（学内兼務）　　　齋藤　航　特任講師
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　この度は、私の行ってきました研究「生物時計の中枢

メカニズム：発光レポーターを用いた細胞リズム解析」に

対し、平成21年度医学研究科優秀研究賞を授与して頂き、

大変光栄に存じます。受賞の対象となりました研究業績

は、ここ5～6年、特に力を入れて参りました発光レポー

ターを用いた生物時計機能研究です。「生物時計」は約24

時間周期の振動を自律的に発振します。当然、24時間以

上の連続計測が必要で、個体レベルは勿論、培養組織で

も、数週から数ヶ月の連続計測が行われます。かつては（今

でも）、リズム研究では徹夜実験が日常的でした。尾先端

からの採血、培養液の採取、マイクロダイアリシスなどで

は、最も眠い3-4時頃に決まってトラブルが続出し、暗闇

の中での修復作業に泣きたい思いをしたことが何度もあ

ります。約10年前に、概日リズム発振に係わるほ乳類の「時

計遺伝子」がクローニングされ、リズム現象を追いかける

だけのこれまでの研究法が大きく転換しました。研究の

進展に大きく貢献したのが発光レポーターです。ホタル

ルシフェラーゼなどの発光酵素をコードする遺伝子の導

入で、プロモーター活性や蛋白レベルが連続的に計測で

きるようになりました。組織さえ用意すれば、あとは研究

者が寝ていてもデータが自動的に記録されます。私達の

分野では、いち早くこの方法を取り入れ、各種時計遺伝

子レポーターマウスを作成してきました。この間、技術の

導入には産総研の近江谷（前光生物学分野教授）・中島両

先生の、プロモーター配列の提供には埼玉医大の池田教

授などに、協力して頂きました。この場を借りてお礼申し

上げます。先端的な研究を維持するには、昨今、各分野

の専門家の協力が不可欠であり、国内・国際レベルでの

積極的な共同研究の推進こそ、研究者が生き残る道だと

考えます。また、必要は発明の母で、機器やソフト開発

も専門業者に働きかけ、物作りに係わりました。単一神

経細胞から長期間、電気活動を記録するマルチ電極アレ

イディッシュも、培養法の普及から計測機器の改良まで、

未だに注文を付けています。リズム計測機器の領域で日

本が世界をリードしているのは、個々の研究者がマニアッ

クな機器を作り上げるという諸外国の実情に対し、国内で

は、各業者が研究者のアイディアに答え、機器開発に熱

心であったためです。これら、細胞レベルでのリアルタイ

ム・多機能計測技術により、脳の時計が日長をコードして

季節に応じた行動リズムを示すメカニズムなどを発見す

るに至りました。これからは、培養組織だけでなく、自由

に行動している動物においても分子レベルの機能を長期

計測し、生物時計機能の本質に迫りたいと思います。最

後に、研究を支えてくれた時間生理学分野の本間研一教

授を始め教室員の皆さんに心からお礼を申し上げます。

■優秀研究賞

　優秀研究賞を受賞して

　本　間　さ　と　時間生理学分野　教授

　平成17年度に「北海道大学大学院医学研究科・医学部

医学科教職員・学生等の顕彰内規」が制定され、今年度

は第4回目の顕彰となりました。この顕彰は「優秀研究賞」、

「優秀教育賞」「優秀論文賞」および「特別賞」の4賞から

なり、それぞれ顕著な研究業績をあげた専任教職員、顕

著な教育業績をあげた専任教職員、特に優れた論文を発

表した専任教職員・学生等に、そして国内外において顕著

な社会貢献をされた方々に対し授与するものです。この顕

彰には、様々な難題を抱えた中での法人化への船出を迎え、

活力のある医学研究科発展へのきっかけとすべく思いが込

められています。すなわち、医学研究科構成員を元気づけ

るような活発な活動をされている方々の功績を称えること

で、医学研究科を活性化していきたいとするものです。

　医学研究科・医学部医学科

           「優秀研究賞」「優秀論文賞」について

表彰式での記念撮影

　この度優秀論文賞を頂く事になり大変光栄に思ってお

ります。私は大学院時から神経細胞の働きを可視化する

研究を行っています。その対象物は脳の海馬や網膜 の
神経細胞であったり、最近は視交叉上核の神経回路で

あったりと様々ですが、一貫して「Seeing is Believing：
百聞は一見にしかず」を目標に、生きたまま脳の働きを

可視化する研究を行っています。今回優秀論文賞を頂き

■優秀論文賞

　優秀論文賞を受賞して

　榎　木　亮　介　連携研究センター光バイオイメージング部門
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　私はこれまで一貫して植物の耐病性機構に興味をもっ

て研究を行ってきました。私たち動物のような免疫系を

もたない植物は、病気に侵された細胞をアポトーシスに

より積極的に排除します。動物のアポトーシスではカス

パーゼとよばれる蛋白質分解酵素の一群が重要な役割を

果たしていることが知られています。

　一方、植物ゲノムにはカスパーゼに相当する遺伝子が

存在しないことが明らかにされています。これまで国内

外で競って植物アポトーシスを司る蛋白質分解酵素の探

索が精力的に続けられてきたにも関わらず、そのような

分子の同定には至っていませんでした。

　今回、優秀論文賞を頂いた研究は、長い間不明であっ

た植物アポトーシスの鍵を握る分子を同定し、耐病性の

分子機構の解明に取り組んだものです。植物アポトーシ

スおよび耐病性の分子機構は、私たちの研究により初め

て解析の糸口となる分子が同定されたことで、今後その

詳細の解明が飛躍的に進むものと思われます。

　私は現在、植物アポトーシスを制御するいくつかの分

子の発現や機能を個体、細胞レベルで“生きたまま”可

視化することにより、時間的、空間的制御を動的に理解

しようと研究に取り組んでいます。今後も優秀論文賞を

目指して研究を展開していきます。

　優秀論文賞を受賞して

　初　谷　紀　幸　連携研究センター光バイオイメージング部門

　北大眼科の加瀬でございます。診療は眼腫瘍、眼形成

眼窩手術、網膜硝子体疾患、白内障、翼状片、ぶどう膜

炎を専門にしております。このたび医学研究科・医学部

医学科、平成21年度優秀論文賞を受賞することになりま

した。医学研究科長　安田和則先生、北大大学院医学研

究科の選考委員の先生、および関係者様に厚く御礼申し

上げます。今回、受賞対象になりました研究論文につき

まして、簡単に述べさせていただきます。

　本研究では、眼内新生血管モデルとして、マウス酸素

誘導網膜症モデルと、レーザー誘導脈絡膜新生血管モデ

ルを使用しました。これらのモデルを使用することになり、

VEGFの分解機構に、分子シャペロンであるαB−クリスタリ

ンが重要な働きを示すことを初めて明らかにしました。また、

αB—クリスタリンの発現を抑えることにより、VEGF蛋白の

分解が促進され、新生血管組織のVEGFの蛋白濃度が低下

し、病理的新生血管の発達が阻害されることを確認しました。

　これまでの研究では、VEGFの発現機構、および

VEGFのシグナル経路の解析が主体でした。しかしなが

ら、本研究ではVEGF蛋白が新生血管作用を示すために

は、VEGFの発現のみならずVEGFの分解制御が重要で

あることが明らかとなりました。

　このたびの優秀論文賞を期に、ますます診療、研究に

打ち込み、将来のより良い医療につなげることができた

ら、と考えております。今後ともご指導賜りますよう何

卒よろしくお願い申し上げます。

　医学研究科・医学部医学科「優秀論文賞」を受賞して

　加　瀬　　　諭　眼科学分野

ました研究は、多光子顕微 鏡という組織深部から非侵

襲的に観察できる観察技術を用い、海馬神経細胞の単一

シナプスのカルシウム動態やその性質を詳細に観察する

ことで、記憶学習の素 過程と考えられるシナプス可塑

性のメカニズム解明に取り組んだものです。研究では、

シナプス可塑性が起きる際にはシナプス前終末からの伝

達物質の放出確率 が長期間増大・減弱することを見い

だしました。この結果は現在の研究の潮流とは逆の結果

であり、論文審査の際にはレフェリーから厳しいコメン

トが多くあ り、無数の追加実験と複雑な統計解析が必

要でした。また実験は極めて繊細な高い技術を要するも

ので、データがとれずに真っ暗闇の顕微鏡室で頭を抱え

る悪戦 苦闘の日々でしたが、とても貴重な経験であり

ましたし大きな自信となりました。現在は連携研究セン

ターにさらに高性能な多光子顕微鏡の構築を行ってお

り、 面白いことを見てやろうと意気込んでいます。また

次年度以降も論文賞を頂けるように邁進したいと思いま

す。

　私はこれまで、一貫して肝の生理的・病的状態を制御

している細胞内シグナルの解明をテーマとして研究を

行ってきました。近年は、肝再生・障害を制御する分子

メカニズムの解明を試みることにより、両者に対する治

療に向けた分子ターゲットを見出し、将来的に治療に役

立てることを目指しています。優秀論文賞をいただいた

本研究論文は肝再生における肝細胞の本質的な役割とそ

の分子機構の解明を試みたものです。

　これまでの研究報告では、肝の再生には細胞増殖能が

重要と考えられており、これに関与した分子機能に焦点

をあてた研究が行われてきました。ところが、細胞増殖

に強く関与するSTAT3の肝特異的ノックアウトマウスに

よる初期の実験結果より、肝再生における細胞増殖の役

割に疑問を抱きました。PI3-K/PD1/Aktは種々の細胞に

おいて生存・細胞サイズに関与する可能性が示されてい

たため、我々はこの経路に着目し、肝再生における役割

を中心に解析を行いました。

　医学研究科・医学部医学科「優秀論文賞」を受賞して

　芳　賀　早　苗　分子制御外科学講座
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　このたび医学研究科・医学部医学科「優秀論文賞」を

受賞させていただけき、大変うれしく思います。

　私は以前から重症薬疹について臨床的、基礎的側面

から研究を行っております。重症薬疹のなかでも特に

Stevens-Johnson症候群（SJS）は視力障害をはじめとす

る重篤な後遺症を残すことがあり、さらに最重症型の中

毒性表皮壊死症（Toxic epidermal necrolysis: TEN）は未

だ死亡の転機をとることがある疾患です。

　これらの疾患の臨床的な問題点として、発症当初は通

常の薬疹と鑑別が困難で、さらに数日の経過で急激に進

行することが多く、適切な治療の開始が遅れることがあ

げられます。

　さらに病理学的に皮膚の上層にアポトーシスが多く見

られ、そのため、びらん・水疱をきたすことが特徴とさ

れます。このことから私はアポトーシスを誘導する液性

因子に注目し、患者血清中のタンパクで早期重症薬疹と

通常薬疹を鑑別できるものを検索したところ、まずは可

溶性FasLという蛋白が特異的に早期重症薬疹で上昇する

ことを明らかにしました。

　臨床的な目標として、簡易に上昇タンパクを検査でき

るキットの作成を目指したのですが、残念ながら濃度が

低すぎ断念しました。しかしその後、別のgranukysinと
いうアポトーシス誘導蛋白がSJS/TEN発症に関与すると

いう報告が出て、我々も患者血清で測定したところ、同

様に鑑別に有用であるとの結果を得ました。このデータ

を報告した論文が受賞論文です。幸いにgranulysinの濃

度は高く、さらに簡易検査の作成にも成功しました。こ

れから臨床の場での応用をしていきたいと思っておりま

す。

　医学研究科・医学部医学科「優秀論文賞」を受賞して

　阿　部　理一郎　皮膚科学分野

　平成21年度｢優秀論文賞｣を頂き、医学研究科・医学部

医学科の皆様ならびにご推薦いただいた分子病理学分野

教授笠原正典先生に心から御礼申し上げます。受賞対象

となりました論文は、胸腺内T細胞選択に関わる内在性

ペプチドを産生する分解酵素複合体、胸腺プロテアソー

ムのヒト胸腺における発現を検討した論文でございま

す。プロテアソームはユビキチンシステムと連動してタ

ンパク質分解を制御・実行する複合体であり、細胞周期、

シグナル伝達、ストレス応答、免疫応答等の多様な生命

現象に関与しています。プロテアソームは重要な生理的

役割を担っていますので、その機能異常はヒト疾患の病

態に関与していると考えられております。今後はさらに

研究を発展させ、ヒト疾患の病態解明を目指した研究を

進めて参りたいと存じます。

　本賞は私が代表として頂きましたが、共同研究者の皆

様といっしょに頂けた賞でございます。また、これまで

私を叱咤激励して下さいました諸先輩方、特に恩師であ

ります北海道大学名誉教授　吉木　敬先生には、研究の

基礎や病理学研究の在り方をご教示いただきましたこと

を心から感謝しております。皆様にこの場を借りて感謝

の気持ちをお伝えしたいと思います。ありがとうござい

ました。

　今回の受賞を励みに、これからも微力ながら医学研究

の発展のために努力したいと思っております。今後とも

皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。

　｢優秀論文賞｣を受賞して

　外　丸　詩　野　分子病理学分野

　思えば入局1年目の地方会で神経眼科関連の症例報告

をしたことがきっかけでした。それ以来神経眼科に興味

を持つようになり、5年間の研修の後大学院に入学し、

神経眼科グループが代々お世話になってきた福島菊郎教

授の生理学講座認知行動学分野（旧第2生理）で研究を

行わせていただきました。

　 受 賞 し た 論 文「Memory and Decision Making in 
the Frontal Cortex during Visual Motion Processing for 

Smooth Pursuit Eye Movements」は、滑動性追跡眼球運

動（smooth pursuit）における前頭葉の役割を明らかに

するため、ニホンザルに新しい眼球運動課題を訓練し、

補足眼野のニューロン記録および化学的一時不活性化を

行ったものです。その結果、補足眼野には視標の運動方

向の判断と記憶、眼球運動を行うか否かの決定、眼球運

動準備に関連した信号が存在し、smooth pursuitにおい

て必須の領域であることが示されました。4年間、福島

教授をはじめ認知行動学分野の教室の皆様には、サルの

訓練から実験、解析その他様々のことをご指導いただき

ました。ここに厚くお礼を申し上げます。

　医学研究科・医学部医学科「優秀論文賞」を受賞して

　七　戸　夏　子　眼科学分野

　その結果、この経路は肝細胞保護（生存）だけでなく、

肝細胞機能を維持しながら細胞サイズの増大（細胞成長）

により肝再生を積極的に制御していることを見出しまし

た。本研究結果より我々は、肝再生には細胞増殖だけで

なく、細胞成長機能が必須であることを明らかにしまし

た。この論文に対してこのようなすばらしい賞をいただ

いたことを非常に光栄に思うと同時に、今後の研究の大

きな励みにしたいと思います。
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　私は、平成21年10月19日～30日の期間、香港大学李嘉

誠醫学院に留学し内科を学びました。

　2週間の留学期間中、私は現地の医学生とともに医学

教育を受けました。講義やレクチャーは全て英語で行わ

れ、医師と患者の会話は広東語を使用していました。自

由時間には現地医学生と昼食を取り、お互いの国のこと

や医学教育について話をしました。また、同じく今回香

港へ派遣となった同輩とも、毎日いろいろな話をしてお

互いの経験や考えを共有しました。

　日本と香港の医療における相違点について考えると、

一つに医療に対する根本的な考え方が違うと感じまし

た。日本では「患者主体」の医療が行われていますが、

香港では「医師主体」の医療が行われているように思い

ます。病院内では医師の権威が患者に比べて圧倒的に高

く、医師の判断は絶対的なものであり、医師と患者間に

歴然とした立場の違いを感じました。二つ目として、香

港では、医療資源の節約や患者の医療費負担の軽減にか

なり重きが置かれているように感じます。香港では沢山

の貧しい患者が医療を受けていることは、その理由の一

つに挙げられると思いました。これらの相違は、単に医

療そのものの相違ではなく、患者の医療に対する知識や

患者背景をはじめ、医療制度、社会システムなど様々な

要因によるものであり、各国の社会に合わせた医療が行

われていると考えます。

　香港での医学教育は、非常に体系的で学生に積極的な

思考を促すものでした。私が一緒に実習をしたのは5年

生でしたが、最終学年では論理的思考能力を養うべく、

院内の様々な症例をもとに、与えられた情報から鑑別診

断を挙げ、その各々について議論していくという診断学

に焦点をあてた教育がなされていました。下級生は早期

から身体診察を徹底的に実践し指導される機会が多いよ

うです。医学生は自身で患者の身体所見をとるのですが、

彼らは日本の臨床医に負けずとも劣らないほど上手に身

体診察をしていました。香港の医学生・医師の診察レベ

ルの高さを感じ、私にはとても刺激的でした。

　私は現地の医学生との交流を通じ、日本の医学生と異

なる点を沢山感じました。特に印象深かったことは、彼

らの医学という学問に対する真摯な姿勢と意欲の高さ、

そして医学知識の多さ、深さ、そして身体診察能力の高

さでした。

　今回の香港大学李嘉誠醫学院留学を通して、現地で行

われている医療や医学教育に触れ、また医学生と交流を

持つことで沢山の貴重な経験をすることができました。

一生の思い出になりました。私は来春より医師になりま

すが、責任感を持ち、日本と香港の医学の長所、短所を

踏まえ、香港大学の同輩に負けないよう、より一層医学

の道に邁進していきたいです。

　最後になりましたが、この香港大学李嘉誠醫学院留学

が実現し、沢山の貴重な経験をさせていただきましたの

も、先生方や教務担当の方々をはじめ、沢山の方のご協

力の賜物に他なりません。本当にありがとうございまし

た。

　香港大学李嘉誠醫学院学生交流派遣留学報告書

　鈴　木　裕　貴　医学部医学科6年次

随行した有賀医学科教務委員会委員長（左から3人目）と派遣
学生5名（左から、津田健司、駒井俊彦、有賀教授、石田雄大、
薫一帆、鈴木裕貴）

内科講義室、つかの間の休息（手前、左から2人目、駒井）
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　先日、秋田県田沢湖にて開催されました第52回東日本

医科学生総合体育大会（東医体）スキー競技において、

我が医学部学友会スキー部は、男子総合部門におきまし

て優勝を勝ち取りました。この優勝により、第47回大会

から続く東医体連勝記録を6に伸ばしました。男子総合6

連覇は34年ぶりの快挙になります。

　また、女子総合部門もよく健闘し、4位入賞を果たし

ました事を併せて御報告申し上げます。

　今年度の東医体は2010年3月9日から16日にかけて、秋

田県田沢湖にて岩手医科大学主観の下、開催されました。

出場校は33校に上り、クロスカントリー競技3種目及びア

ルペン競技3種目の計6種目を全8日間の日程で争いました。

　大会結果は、男子が756.5点を獲得し、2位に300点以

上の大差をつけての総合優勝。大会初日から首位を独走

し、8日間に及ぶ大会期間中1度も首位の座を明け渡すこ

となく優勝を勝ち取りました。

　クロスカントリー競技では、3種目全てにおいて金メ

ダルを獲得した6年寺田周平選手を筆頭に、多くの選手

が上位争いに加わりました。大会最終日に行われたリ

レー競技において、最終走者が部旗を振ってゴールする

姿は、王者北大に相応しいシーンでした。

　アルペン競技では、4年吉川剛平選手がエースの名に

相応しい滑りを見せ、見事2つの銀メダルを獲得しチー

ムを牽引しました。本人は優勝を逃し悔しいレースで

あったと振り返りますが、立派な成績だと思います。

　女子は、よく健闘しました。5名の選手しかいないに

も関わらずよく戦い、総合4位入賞を果たしました。し

かしながら、上位校と比較すると、力不足の感は否めず、

まだまだチームとして未成熟な点が見られましたが、成

長過程のチームですので、来年度に向け練習に励み、総

合優勝を目指したいと思います。

　2009年6月に発行されました医学部広報第39号では、

我々スキー部が、昨年度の東医体において、5年連続男

子総合優勝を果たし、悲願であった永久杯を獲得致しま

した事を御報告させて頂きました。今年度は、さらにそ

の連勝を伸ばすべく、そして、次の永久杯である10連覇

に向けた第一歩を刻むべく、チーム一丸となり練習に取

り組んで参りましたが、その努力をこの結果に結びつけ

ることが出来、大変嬉しく思っております。

　東医体総合優勝という最高の形でシーズンを終える事

が出来たのも、ひとえに、御指導御支援して下さった

OB・OGの諸先輩方、そして各部員の活動に理解を示し

て下さっている御家族の皆様のお陰であると感謝してお

ります。現役部員を代表致しまして、御礼申し上げます。

　また、医学部の先生方には、部員の活動に際し、授業

の振り替えや試験日程の御調整等、御配慮して頂きました

ことを、この場をお借りしまして心より感謝申し上げます。

　季節は春を迎え、スキーシーズンは終わりを迎えまし

たが、来年度の東医体において男女総合優勝の御報告が

出来ますよう、今シーズンも全力で努力していく所存で

あります。これからも医学部学友会スキー部をよろしく

お願い申し上げます。

　第52回東医体スキー競技 男子総合6連覇の御報告

　神　野　　　敦　医学部5年　学友会スキー部　主将

東医体6連覇を決めて 男子リレー　部旗を振ってゴール

男子総合成績

順　位 大　学
クロスカントリー競技 アルペン競技

合　計
15km Fr 8km Fr リレー SG GS SL

優　勝 北海道大学 254 238 46 93 73.5 52 756.5

準優勝 順天堂大学 37 27 37 115 111 115 442

3　位 東北大学 144 163 43 28 43 12 433

女子総合成績

順　位 大　学
クロスカントリー競技 アルペン競技

合　計
15km Fr 8km Fr リレー SG GS SL

優　勝 旭川医科大学 39 35 25 39.5 43 37 218.5

準優勝 札幌医科大学 18 38 15 45.5 16 21 153.5

4　位 北海道大学 33 37 21 0 0 0 91

16 17



　フラテ祭2010を、9月19日（日）に開催いたします。

　フラテ祭は、平素からご支援をいただいております関

係各位と医学部の親睦をさらに深め、医学部の現状を見

ていただくことにより今後の抱負や課題を認識していた

だくための場としており、本年度で4回目の開催になり

ます。

　今年は、従来通り北大医学部の変化・革新をお伝えす

ると共に、医学部創立90周年を記念して建てられた「フ

ラテ会館」の落成を祝し記念式典を執り行います。楽し

い「祭」となるよう、今から準備を進めております。全

国の同窓生に加え、ご寄附いただいた学生父母、関連企

業および医療関係者の皆様方をお招きします。教職員の

皆様にも、ご協力およびご参加をお願い致します。

 医学部フラテ祭実行委員会事務局

日　時：2010年9月19日（日）13：30～19：00

場　所：北海道大学医学部／フラテ会館

第１部　フラテ会館落成記念講演会（フラテ会館ホール）14：00～

　　●北海道大学医学部長　　　　　安田　和則

　　●北海道大学病院長　　　　　　福田　　諭

　　●北海道医療大学学長　　　　　新川　詔夫

第２部　フラテ会館落成記念式典（フラテ会館ホール）15：30～

　　●ご挨拶

　　●新しい医学研究科／医学部（フラテ会館）の紹介

　　●音羽博次奨学金授与式

第３部　フラテ交歓会（フラテ会館）17：00～

　　●ご挨拶

　　●祝　杯

　　●祝　宴

　　●乾　杯

※プログラムの内容は、一部変更になる可能性があります。

4 お知らせ

◆　フラテ祭2010開催について　◆

　第104回医師国家試験合格者について、去る3月29日

（月）厚生労働省から発表されました。

　本学部の合格状況は、受験者105人、合格者98人、合

格率93.3％でした。新卒・既卒の内訳等は次のとおりで

す。

　今年度の合格率は新卒が全国平均を上回り、全国医学

部80学部中17位の結果となりました。

　なお、既卒者で合格した方は、平成21年3月卒業者3名

でした。

受験者 合格者 合格率 全国平均合格率

新　卒  99人 95人 96.0% 92.8%

既　卒   6人  3人 50.0% 52.4%

合　計 105人 98人 93.3% 89.2%

◆　第104回　医師国家試験合格状況　◆

修士課程

専　攻　名 定　員 入学者数

医　科　学 30 24（1）

博士課程

専　攻　名 定　員 入学者数

医　　　学 100 94（5）

 （　）内は留学生で内数

◆　平成22年度　大学院入学状況　◆
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　平成22年度の北海道大学入学式が去る、4月8日（木）

午前10時から札幌コンベンションセンターにおいて、午

後2時からは医学科入学式が臨床大講堂において挙行さ

れました。

　医学科入学式では、初めに新入生を代表して相澤翔吾

さんの入学者宣誓があり、引き続き安田医学部長の告示、

福田北海道大学病院長、齋藤医学部同窓会会長の祝辞が

ありました。

　医学科の入学者は107人で、内訳は次のとおりです。

◆　平成22年度　医学部医学科入学状況　◆

学位授与数（課程修了者数）

6月30日 9月25日 12月25日 3月25日

修 士 課 程 医 科 学 29

博 士 課 程

病 理 系

内 科 系

外 科 系 1

生 体 機 能 学 3

病 態 制 御 学 1 1 1 31

高次診断治療学 1 4 1 12

癌 医 学 1 9（ 1）

脳 科 学 4

社 会 医 学 2 6

医 学 4（ 4）

計 3 5 4 99

（　）内は内数で短縮修了者数     

学位授与数

6月30日 9月25日 12月25日 3月25日

論 文 博 士 1 1 1 2

◆　平成21年度　大学院学位授与状況　◆

 （　）内は女子で内数

医

学

科

試験区分 入学者数
内　　　　　訳

道内高校出身 左記以外 現　役

前期日程  92 （13） 55 （ 8） 37 （ 5） 30 （ 4）

後期日程  15 （ 4）  8 （ 3）  7 （ 1） 12 （ 3）

計 107 （17） 63 （11） 44 （ 6） 42 （ 7）

【参考：21年度】 100 （20） 57 （10） 43 （10） 37 （ 8）

　平成22年3月25日（木）午前10時から大学主催の学位

記授与式に引き続き、午後1時30分から本学部臨床大講

堂において、学士学位記伝達式が挙行されました。

　伝達式では、安田医学部長から卒業生一人一人に学位

記が手渡され、次いで、安田医学部長の告辞、長瀬医学

部同窓会副会長の祝辞の後、卒業生を代表して、総代の

雨宮正和さんから答辞が読み上げられ、6年間の感謝の

意と新たに医師・医学研究者として羽ばたく決意が述べ

られました。

◆　医学部医学科学士学位記伝達式　◆
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◆　平成21年度　各種助成の採択状況　◆

財団法人等名 種　　別 研究者名 交付金

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構

国立遺伝学研究所
2009年度共同研究A 笠原　正典 180,000 

社団法人　日本皮膚科学会 基礎医学研究費 猪熊　大輔 500,000 
財団法人　成人血管病研究振興財団 平成21年度学術研究支援 西本　新 500,000 

財団法人　喫煙科学研究財団 平成21年度研究助成

三輪　聡一 4,000,000 
吉岡　充弘 2,000,000 
秋田　弘俊 2,500,000 
別役　智子 5,000,000 
玉木　長良 2,000,000 

財団法人　日本応用酵素協会 平成21年度研究助成 岩永　ひろみ 1,000,000 
財団法人　三島海雲記念財団 平成21年度学術研究奨励金 岩永　敏彦 1,000,000 

財団法人　秋山記念生命科学振興財団

研究助成（一般）
秋山　真志 1,000,000 
外丸　詩野 1,000,000 

研究助成（奨励）
津田　真寿美 500,000 
猪熊　大輔 500,000 

財団法人　伊藤医薬学術交流財団

学会等助成
本間　研一 450,000 
福田　諭 450,000 

交流助成
吉岡　英治 200,000 
大村　優 200,000 

招聘助成 西村　正治 200,000 
社団法人　全日本コーヒー協会 研究助成 神谷　温之 1,500,000 
財団法人　日本リディオリリー協会 研究助成金 有田　賢 500,000 
ネスレ栄養科学会議 研究助成 神谷　温之 1,000,000 
財団法人　石本記念デサントスポーツ科学振興財団 研究助成金 絹川　真太郎 500,000 
財団法人　札幌国際プラザ 札幌国際プラザ助成金 本間　研一 80,000 

財団法人　北海道大学クラーク記念財団 博士後期課程在学生研究助成

藤田　靖幸 500,000 
須藤　洋一 450,000 
夏賀　健 500,000 
王　　磊 500,000 
佐々木　知幸 500,000 

財団法人　三井生命厚生事業団 研究助成金 小谷　善久 1,000,000 
財団法人　金原一郎記念医学医療振興財団 基礎医学医療研究助成 畠山　鎮次 500,000 
財団法人　伊藤科学振興会 研究助成 安東　頼子 800,000 

社団法人　日本医師会
研究助成 瀬谷　司 1,500,000 
医学賞（社会医学） 岸　玲子 5,000,000 

財団法人　かなえ医薬振興財団 研究助成
絹川　真太郎 1,000,000 
柳　　輝輝 1,000,000 

財団法人　医科学応用研究財団 調査研究助成 安田　和則 2,000,000 
財団法人　内藤記念科学振興財団 若手研究者海外派遣助成金（秋季） 大平　洋 350,000 
財団法人　日本応用酵素協会 研究助成 絹川　真太郎 450,000 
財団法人　持田記念医学薬学振興財団 国内及び海外留学補助金 納谷　昌直 500,000 
財団法人　北海道心臓協会 研究助成 絹川　真太郎 750,000 

財団法人　先進医薬研究振興財団
精神藥療分野　一般研究助成 小山　司 1,000,000 
血液医学分野　萌芽研究助成 奥村　文彦 1,000,000 

財団法人　寿原記念財団 医学の基礎と臨床助成 大場　雄介 1,000,000 
財団法人　島原科学振興会 「医薬研究部門」研究助成 堀之内　孝 600,000 
株式会社　資生堂リサーチセンター JSID' Fellowship SHISEIDO Award 研究助成 有田　賢 1,000,000 
財団法人　日本脳神経財団 学術研究助成 畠山　鎮次 500,000 

財団法人　上原記念生命科学財団
研究助成金

安田　和則 5,000,000 
岩永　敏彦 5,000,000 

研究奨励金 船越　忠直 2,000,000 
財団法人　小野医学研究財団 研究奨励助成金 柳　輝希 1,000,000 
財団法人　光化学技術研究振興財団 研究助成金 榎木　亮介 1,800,000 
AOSpine Japan Chairman AOSpine JapanResearch 2010 伊東　学 1,000,000 
財団法人　中冨健康科学振興財団 研究助成金 畠山　鎮次 1,000,000 
社団法人　日本皮膚科学会 基礎医学研究費 柳　輝希 1,000,000 
財団法人　平和中島財団 国際学術研究助成 本間　研一 1,911,000 

公益信託　小野がん研究助成基金 研究助成
畠山　鎮次 1,000,000 
大場　雄介 550,000 

財団法人　住友生命社会福祉事業団 海外医学研究助成金 夏賀　健 1,500,000 
財団法人　鈴木泌尿器医学振興財団 海外学術誌論文掲載費助成 守屋　仁彦 50,000 
財団法人　成人血管病研究振興財団 学術研究支援 吉永　惣一郎 500,000 
財団法人　整形災害外科研究助成財団 研究助成 船越　忠直 1,000,000 

財団法人　喫煙科学研究財団 研究助成
三輪　聡一 2,000,000 
吉岡　充弘 2,500,000 

平成22年3月31日までの採択判明分
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寄附金合計　　501,404,252円

◎教　員  261名／ 450名（58.0%） 45,280,000円

　（内訳）

　　　　医 学 科　　専任教員

　　　　　　　　　　特任教員

　　　　病　　院　　専任教員

　　　　　　　　　　特任教員

　　　　保健学科　　専任教員

　　　　　　　　　　特任教員

 126名／ 160名（ 78.8%）

　 9名／　32名（ 28.1%）

　97名／ 174名（ 55.7%）

　 2名／　 5名（ 40.0%）

　26名／　78名（ 33.3%）

　 1名／　 1名（100.0%）

26,240,000円
740,000円

12,280,000円
300,000円

5,520,000円
200,000円

◎分　野 　　　　　 3件 1,800,000円

◎同門会（団体） 　　　　　 2件 2,000,000円

◎同窓生（教員は除く） 1426名／6010名（ 23.7%） 254,044,367円

◎学生の父母  122名／1434名（  8.5%） 14,449,885円

　（内訳）　　　　　　医 学 科
　　　　　　　　　　保健学科

　95名／ 598名（ 15.9%）

　27名／ 836名（  3.2%）

12,029,885円
2,420,000円

◎大学院生 　　　　　 1件 210,000円

◎法人等 　　　　 231件 177,850,000円

◎篤志家

　（団体・個人（同門会員を含む））
　　　　　35件 5,770,000円

　医学部創立90周年記念事業基金の募金活動についてお

知らせします。表に示すとおり、平成22年3月末時点で

の募金の納入全体額は5億円を超え、ついに募金目標額

に到達しました。真に御同慶の至りです。

　これまで本募金活動へのご理解とご協力をいただい

た、医学部・病院教員はもとより同窓会の皆様、また関

係各方面の皆様に心より謝意を表します。今回をもって

最終報告とします。ありがとうございました。

　寄附金納入状況（H22.4.30現在）

5 事務部から

　医学部創立90周年記念事業募金活動　－最終報告－
　－募金目標額5億円が達成されました－

　小　山　　　司　医学部創立90周年記念事業実行委員会副委員長
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1 医療法人　愛全会

2 医療法人  あすくレディスクリニック　

3 医療法人　いしかわクリニック

4 医療法人　美しが丘眼科

5 医療法人　英生会　野幌病院

6 医療法人  エム・ティー・エヌ　北海道泌尿器科記念病院

7 医療法人　延山会

8 医療法人　王子総合病院

9 医療法人　亀田病院

10 医療法人　歓生会　豊岡中央病院

11 医療法人　清田病院

12 医療法人　渓仁会

13 医療法人　啓生会病院

14 医療法人　恵哲会

15 医療法人　研成会

16 医療法人  耕仁会　札幌太田病院

17 医療法人　康清会

18 医療法人　札幌グリーン病院

19 医療法人　札幌西の峰病院

20 医療法人　樹恵会　石田病院

21 医療法人　彰和会　北海道消化器科病院

22 医療法人　新札幌整形外科病院

23 医療法人　仁友会　北彩都病院

24 医療法人　仁楡会

25 医療法人  正観会　御野場病院

26 医療法人　千隆会　岸原病院

27 医療法人　つつみ整形外科クリニック

28 医療法人　禎心会　セントラルＣＩクリニック

29 医療法人　糖生会　大通り内科クリニック

30 医療法人　徳洲会　札幌徳洲会病院

31 医療法人  中江病院

32 医療法人　西病院

33 医療法人　ひまわり会　札樽病院

34 医療法人　母恋（旧　医療法人社団　カレスアライアンス）

35 医療法人　北海道整形外科記念病院

36 医療法人　萬田記念病院

37 医療法人　もみの木会　わたなべ整形外科

38 医療法人　山田眼科

39 医療法人社団　愛心館

40 医療法人社団　石山医院

41 医療法人社団　石山内科循環器科クリニック

42 医療法人社団　いずみ会　北星病院

43 医療法人社団　いぶり腎泌尿器科クリニック

44 医療法人社団　栄仁会　栄通わたなべ内科　

45 医療法人社団　エス・エス・ジェイ　札幌整形循環器病院

46 医療法人社団　慶愛会　札幌花園病院

47 医療法人社団　恵水会　田島クリニック

48 医療法人社団　健心会　桑園病院

49 医療法人社団　廣仁会

50 医療法人社団　康仁会　中田泌尿器科病院

51 医療法人社団　幸和会　くとさん外科胃腸科

52 医療法人社団　五風会　さっぽろ香雪病院

53 医療法人社団　司馬内科クリニック

54 医療法人社団　清水内科医院

55 医療法人社団　信洋会　石山病院

56 医療法人社団　信和会　石川泌尿器科

57 医療法人社団　積信会　三村病院

58 医療法人社団　関塚医院

59 医療法人社団　センチネルクリニック

60 医療法人社団　蘇春堂形成外科

61 医療法人社団　寺島整形外科

62 医療法人社団　苫小牧緑ヶ丘病院　

63 医療法人社団　豊平おおたこどもクリニック

64 医療法人社団　西谷皮膚科医院

65 医療法人社団　プリモウイメンズクリニック

66 医療法人社団　平成醫塾　苫小牧東病院

67 医療法人社団　朋仁会

68 医療法人社団　萌生舎　宮の沢泌尿器科クリニック

69 医療法人社団　朋友会　石金病院

70 医療法人社団　北斗

71 医療法人社団　友愛会　恵愛病院 
72 医療法人社団　養生館　苫小牧日翔病院

73 医療法人社団　我汝会 　えにわ病院 
74 社会医療法人　仁愛会　浦添総合病院　

75 社会福祉法人　函館厚生院　函館中央病院

76 特定医療法人　修道会　本田記念病院

77 特定医療法人　北楡会　

78 特別医療法人　明生会

79 特定医療法人社団　カレスサッポロ

80 特定医療法人社団　千寿会　三愛病院

81 特定・特別医療法人　函館渡辺病院

82 一般社団法人　女性の健康と医療を守る医師連合

83 総合病院　北見赤十字病院

84 総合病院　釧路赤十字病院

85 総合病院　伊達赤十字病院

86 小樽循環器病院

87 太田医院

88 釧路泌尿器科クリニック

89 広田医院

90 学校法人　函館佐藤学園

91 財団法人　基礎腫瘍学研究会

92 財団法人　協済会

93 愛知株式会社　札幌営業所

94 エア・ウォーター株式会社

95 エフピー株式会社

96 株式会社　アインファーマシーズ

97 株式会社　アミノアップ化学

98 株式会社　グランビスタ ホテル＆リゾート 札幌グランドホテル

99 株式会社　工成舎

100 株式会社　ジーンテクノサイエンス

101 株式会社　島津製作所 札幌支店

102 株式会社　ツルハホールディングズ

103 株式会社　フィリップスエレクトロニクスジャパン

104 株式会社　ホクドー

105 株式会社　ムトウ

106 株式会社　間組 札幌支店

107 株式会社　玄米酵素

108 株式会社　富士メガネ

109 三協ラボサービス株式会社

110 ジーイー横河メディカルシステム株式会社

111 スミス・アンド・ネフューエンドスコピー株式会社

112 セコム株式会社

113 戸田建設株式会社 札幌支店

114 日本クレア株式会社

115 日本光電工業株式会社

116 日本製薬団体連合会

117 日本メジフィジックス株式会社

118 日本メディカルマテリアル株式会社

　ご寄附いただいた法人・企業・団体等
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平成22年4月30日ご入金分まで

掲載の許可をいただいた法人・企業等のみ掲載しています。（順不同）

医学研究科
教　授
秋田　弘俊，浅香　正博，有賀　　正，有川　二郎，

石田　　晋，伊東　　学，今村　雅寛，岩永　敏彦，

大野　重昭，笠原　正典，神谷　温之，川口　秀明，

丸藤　　哲，岸　　玲子，久下　裕司，小池　隆夫，

小山　　司，近藤　　哲，櫻木　範明，佐々木秀直，

清水　　宏，白圡　博樹，瀬谷　　司，田中　伸哉，

玉木　長良，玉城　英彦，筒井　裕之，寺沢　浩一，

藤堂　　省，永井　栄一，西村　正治，野々村克也，

畠山　鎮次，藤田　博美，寳金　清博，本間　研一，

本間　さと，眞島　任史，松居　喜郎，水上　尚典，

三浪　明男，三輪　聡一，武藏　　学，森本　裕二，

安田　和則，山本　有平，吉岡　充弘，渡邉　雅彦

准教授
秋山　真志，渥美　達也，岩崎　倫政，岩永ひろみ，

折舘　伸彦，神山　俊哉，久住　一郎，工藤　正尊，

篠原　信雄，鈴木　友己，田中　淳司，田中　真樹，

趙　　松吉，飛騨　一利，平野　　聡，本間　明宏，

松本美佐子，森松　組子，矢部　一郎，吉永恵一郎

講　師
押海　裕之，小野寺　伸，北村　信人，木下　一郎，

近藤　英司，齋藤　　航，澤村　　淳，志賀　　哲，

七戸　俊明，須藤　英毅，高野　廣子，田島　敏広，

古川　洋志， 

助　教
有田　　賢，泉　　　剛，猪熊　大輔，小山内　努，

大塚　紀幸，權　　赫準，加納　里志，川畑　秀信，

小林　純子，清水　健太，竹井　俊樹，津田真寿美，

土佐　典子，富居　一範，中西　一彰，中村　利仁，

西出　真也，橋本　聡一，的場光太郎，宮﨑　太輔，

宮﨑美和子，山口　　拓，山田　　俊，吉岡　英治，

吉田　隆行，和田　雅子

助　手
中村　秀樹，古田　伊都子 

異動者
武田　宏司

退職者
秋元　秀俊，青山　英史，岩崎　喜信，遠藤　理香，

近江谷克裕，岡本　　洋，鐘ヶ江香久子，川村　信明，

櫻井恒太郎，佐々木文章，佐々木　了，佐田　文宏，

澤村　大輔，柴田　雅彦，末永　直樹，高山　千利，

田川　義継，田中　輝明，棚橋　祐典，堤田　　新，

新野　正明，西江　　渉，深谷　昌弘，福島　菊郎，

藤川　恵子，古川　博之，古田　　康，前沢　政次，

蒔田　直昌，松本真知子，簗瀬　晴子，山田　秀人，

湯浅　資之，吉岡　成人

  教員寄附者のご芳名（平成22年4月30日現在　敬称略）

119 日本メドトロニック株式会社

120 富士フイルムＲＩファーマ株式会社

121 北海道医薬品卸売商業組合

122 北海道システム・サイエンス株式会社

123 丸水札幌中央水産株式会社

124 三菱化学メディエンス株式会社

125 有限会社　川尻工業

126 株式会社　アークス

127 株式会社　エスアールエル

128 株式会社　スクウェア・ワン

129 株式会社　ほくやく

130 株式会社　メディカルイメージラボ

131 株式会社　太陽グループ

132 株式会社　大林組 札幌支店

133 株式会社　竹山

134 株式会社　難波薬局

135 株式会社　日本製鋼所

136 株式会社　北洋銀行

137 三笠製薬株式会社 札幌支店

138 新日本製鐵株式会社

139 大成建設株式会社

140 池田煖房工業株式会社

141 日本電気株式会社

142 柏楊印刷株式会社

143 富士ゼロックス株式会社

144 北海電気工事株式会社

145 北海道コカ・コーラボトリング株式会社

146 北海道バイオシステム株式会社

147 北海道厚生農業協同組合連合会

148 北海道電力株式会社

149 北海道旅客鉄道株式会社

150 北海道和光純薬株式会社

151 第一管区海上保安本部刑事課有志一同

152 北海道大学泌尿器科同門会

153 北海道大学大学院医学研究科病態情報学講座核医学分野

154 北海道大学医学部精神医学教室同門会

155 北海道大学生活協同組合

156 北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野

157 北海道大学大学院医学研究科腎泌尿器外科学分野

22 23



病　院
教　授
生駒　一憲，福田　　諭，松野　吉宏

准教授
石黒　信久，加藤　元嗣，佐藤　直樹，嶋村　　剛，

長　　和俊，寺江　　聡，遠山　晴一 
講　師
阿部理一郎，石川　岳彦，井上　　猛，加賀基知三，

絈野　繁雄，片岡　昭彦，神島　　保，黒田　　敏，

小谷　善久，小山　明彦，近藤　　健，齋藤　伸治，

佐々木　聡，澤村　　豊，芝木　晃彦，瀧田　恒一，

武市　紀人，陳　　進輝，中川　　伸，中丸　裕爾，

南塲　研一，髭　　修平，樋田　泰浩，山田　　聡，

横式　尚司，渡利　英道

助　教
青柳　　哲，秋本　幸子，石森　直樹，伊藤　　圭，

賀古　勇輝，神津　将仁，首藤　聡子，秦　　琢磨，

高木　　大，高橋　典彦，寺坂　俊介，中山　若樹，

原澤　克己，古本　智夫，久野健二郎，松尾雄一郎，

三井　貴彦，宮本　正樹，森田　　研 
助　手
木田　敦知

異動者
菅原　　満

退職者
阿部由紀子，安倍川智浩，夷岡　徳彦，蝦名　康彦，

柏村　正明，片岡　　浩，北市　伸義，北市　雄士，

工藤　與亮，國原　　孝，小玉　和郎，沢口　直弘，

椎谷　紀彦，鈴木　　温，鈴木　章之，鈴木　清護，

関堂　　充，高橋　将人，高畑　雅彦，津布久　崇，

藤堂　幸治，中村　高士，西　　信也，畠山　博充，

原林　　透，廣瀬　茂樹，宮坂　和男，村下十志文，

矢野　俊介，吉田　和彦，渡部　琢哉

医学部保健学科
教　授
石津　明洋，小林　清一，齋藤　　健，酒井　正春，

佐川　　正，武田　直樹，千葉　仁志，傳田　健三，

西岡　　健，八田　達夫，福島　順子，松下　通明，

松野　一彦，三神　大世，宮本　顯二，村田　和香，

森山　隆則，山本　　徹，良村　貞子

准教授
加藤千恵次，河原田まり子，髙橋　光彦 
退職者
上野　武治，大宮司　信，中村仁志夫，宮本　　環，

武藤眞佐子，森下　節子

（「退職者」は，平成18年9月以降に寄附をした後退職された方）

―― Home Page のご案内 ――

　医学研究科／医学部医学科広報は

http://www.med.hokudai.ac.jp/ko-ho/index.html
　でご覧いただけます。また、ご意見・ご希望などの受

付けメールアドレスは、

goiken@med.hokudai.ac.jp
　となっております。どうぞご利用ください。

北海道大学大学院医学研究科／医学部医学科

発　　行　北海道大学大学院医学研究科・医学部医学科

 　広報編集委員会

　　　　　060-8638　札幌市北区北15条西7丁目

連 絡 先　医学系事務部総務課庶務担当

電　　話　011-706-5892

編集委員　田中　伸哉（委員長）、白圡　博樹、

　　　　　玉城　英彦、佐藤　松治

広報室便り13

　昨年度に広報室のスタッフが入れ替わりました

が、今年度は同じメンバーで活動する予定です。毎

年行っているように医学研究科／医学部医学科の概

要（日本語版、英語版）や医学研究科案内の発行、

医学研究科／医学部医学科ガイドDVDの改訂を予

定しております。その他、今年度に予定している作

業として、「北大医学部90年史」の発行および医学

研究科ホームページサーバを使用している各分野・

教室のホームページをセキュリティの面から独立し

ていただくことへの支援（11月まで）などがありま

す。本機関紙やホームページの充実も目指しており、

スタッフ一同今年度も張り切っていきますので、今

後ともどうぞご指導等宜しくお願い申し上げます。

 （広報室長　野々村克也）

編 集 後 記
　本号は、医学研究科を支えてきた5教授が退職さ

れる寂しさと、医学部と医学研究科の新入生と新教

授を迎える希望とにあふれています。また、我々の

医学研究科から多数の世界1％高被引用論文が生ま

れていることがわかると、優秀研究賞や優秀論文賞

の重みもさらに増した感じがしました。一つの節目

を越え、また一歩前進するような、第43号となりま

した。

 （白圡博樹）
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